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ロシア解読  

回

会

議

が

開

催

さ

れ

る

。

な

お

、

２

０

１

１

年

の

第

３

回

会

議

(

於

中

国

海

南

省

三

亜

市

)

に

は

南

ア

フ

リ

カ

も

参

加

し

、

以

降

の

会

議

は

５

ヶ

国

に

て

開

催

さ

れ

て

き

た

。

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

表

記

と

し

て

、

５

ヶ

国

の

頭

文

字

を

反

映

し

た

｢

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ｣

が

用

い

ら

れ

る

機

会

も

増

え

て

い

る

。

 

 

公

開

さ

れ

た

情

報

に

よ

る

と

、

こ

れ

ま

で

の

会

議

の

成

果

の

一

つ

は

金

融

協

力

と

い

え

る

。

２

０

１

３

年

に

南

ア

フ

リ

カ

の

ダ

ー

バ

ン

で

開

催

さ

れ

た

第

５

回

会

議

に

お

い

て

、

共

同

で

外

貨

準

備

を

積

み

立

て

、

金

融

危

機

な

ど

の

際

に

資

金

を

融

通

し

合

う

基

金

を

、

1

千

億

ド

ル

規

模

で

創

設

す

る

合

意

が

な

さ

れ

た

。

同

時

に

、

従

来

か

ら

議

論

さ

れ

て

き

た

イ

ン

フ

ラ

整

備

の

た

め

の

国

際

金

融

機

関

、

い

わ

ゆ

る

｢

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

開

発

銀

行

｣

の

設

立

も

決

定

さ

れ

た

。

 

 

こ

れ

ら

欧

米

な

ど

の

先

進

国

と

一

線

を

画

す

る

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

独

自

の

金

融

協

力

構

築

の

試

み

は

、

経

済

規

模

の

拡

大

に

伴

う

資

金

供

給

力

増

加

へ

の

自

信

の

反

映

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

外

貨

融

通

基

金

の

設

立

は

、

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

を

経

験

す

る

中

で

、

先

進

国

は

金

融

・

資

本

市

場

の

発

展

度

合

い

が

高

く

、

金

融

危

機

の

影

響

を

よ

り

大

き

く

受

け

る

可

能

性

が

あ

る

た

め

、

非

常

時

に

頼

れ

る

存

在

と

は

限

ら

な

い

こ

と

を

実

感

し

た

う

え

で

の

対

策

と

も

考

え

ら

れ

る

。

 

 

他

方

で

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

開

発

銀

行

は

、

そ

の

後

の

議

論

の

結

果

、

設

立

当

初

の

資

本

金

を

５

０

０

億

ド

ル

程

度

と

す

る

こ

と

が

決

ま

っ

た

模

様

だ

が

、

運

営

方

法

や

本

部

の

設

置

場

所

は

未

定

で

あ

る

。

既

存

の

ア

ジ

ア

開

発

銀

行

(

Ａ

Ｄ

Ｂ)

や

、

中

国

が

中

心

と

な

り

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

諸

国

な

ど

と

設

立

を

目

指

し

て

い

る

ア

ジ

ア

イ

ン

フ

ラ

投

資

銀

行

(

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｂ)

と

の

関

係

も

は

っ

き

り

し

な

い

。

 

 

目

下

、

ロ

シ

ア

は

政

情

不

安

の

続

く

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

関

与

に

よ

り

欧

米

を

中

心

と

す

る

先

進

国

の

経

済

制

裁

を

受

け

、

ま

た

、

中

国

は

南

シ

ナ

海

の

領

有

権

を

巡

る

問

題

で

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

諸

国

の

一

部

と

対

立

を

深

め

た

こ

と

か

ら

、

米

国

と

日

本

か

ら

懸

念

が

表

明

さ

れ

て

い

る

。

ロ

中

両

国

が

抱

え

る

こ

れ

ら

の

地

政

学

的

難

題

に

つ

い

て

何

ら

か

の

議

論

が

な

さ

れ

る

か

と

い

う

点

と

併

せ

、

金

融

協

力

の

進

展

が

注

目

さ

れ

る

。

 

 

以

上

の

通

り

、

ロ

シ

ア

と

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

各

国

と

の

協

力

関

係

は

、

貿

易

取

引

の

最

も

多

い

中

国

と

の

間

で

、

通

貨

の

融

通

に

お

い

て

進

捗

が

見

ら

れ

る

ほ

か

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ 

５

ヶ

国

の

間

で

金

融

協

力

が

進

み

つ

つ

あ

る

。

今

後

、

各

国

が

更

な

る

経

済

発

展

を

目

指

す

う

え

で

は

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

の

枠

組

み

で

、

相

互

の

貿

易

・

投

資

の

拡

大

へ

向

け

た

自

由

貿

易

協

定

(

Ｆ

Ｔ

Ａ)

あ

る

い

は

経

済

連

携

協

定

(

Ｅ

Ｐ

Ａ)

の

締

結

が

有

効

で

は

な

か

ろ

う

か

。

そ

う

し

た

政

策

の

支

え

が

、

イ

ン

ド

や

ブ

ラ

ジ

ル

と

の

経

済

関

係

を

深

め

る

う

え

で

も

欠

か

せ

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

 
 

 
 

 
 

(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

経

済

調

査

部

副

部

長

 

中

村

明

)
 

 

ま

た

、

中

国

の

一

部

で

ル

ー

ブ

ル

が

流

通

す

る

動

き

も

あ

る

。

ロ

シ

ア

東

部

は

、

中

国

の

黒

龍

江

省

お

よ

び

吉

林

省

と

国

境

を

接

し

て

お

り

、

と

く

に

黒

龍

江

省

と

広

範

な

地

域

で

隣

接

し

て

い

る

。

ロ

シ

ア

の

中

国

と

の

貿

易

は

、

金

額

ベ

ー

ス

で

約

20

％

が

同

省

を

通

じ

て

行

わ

れ

る

な

ど

、

物

流

面

で

の

結

び

つ

き

が

強

い

。

 

 

そ

う

し

た

な

か

、

ロ

シ

ア

と

の

国

境

に

位

置

す

る

同

省

の

綏

芬

河

市

は

、

中

国

政

府

に

よ

り

国

内

初

の｢

外

貨

使

用

特

区

｣

と

し

て

正

式

に

認

可

さ

れ

、

昨

年

12

月

に

ル

ー

ブ

ル

の

流

通

が

開

始

し

た

。

同

市

に

は

ロ

シ

ア

の

企

業

関

係

者

や

買

い

物

目

当

て

の

個

人

客

が

数

多

く

訪

れ

る

た

め

、

実

体

と

し

て

は

そ

れ

以

前

か

ら

ル

ー

ブ

ル

が

流

通

し

て

お

り

、

結

果

と

し

て

中

央

政

府

が

現

状

を

追

認

し

た

形

だ

。

こ

れ

は

、

黒

龍

江

省

に

と

っ

て

国

境

都

市

を

通

じ

た

ロ

シ

ア

と

の

経

済

関

係

の

深

化

で

あ

る

と

同

時

に

、

中

国

中

央

政

府

の

立

場

か

ら

は

東

北

振

興

策

の

一

環

と

位

置

付

け

ら

れ

る

。

他

方

で

、

ロ

シ

ア

に

と

っ

て

も

、

重

要

課

題

で

あ

る

極

東

地

域

の

経

済

開

発

に

資

す

る

ほ

か

、

ル

ー

ブ

ル

の

国

際

化

の

側

面

も

持

つ

こ

と

か

ら

、

ロ

シ

ア

と

中

国

そ

れ

ぞ

れ

が

目

指

す

方

向

に

沿

う

政

策

で

あ

る

。

 

 

対

照

的

に

、

ロ

シ

ア

と

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

他

の

２

国

と

の

間

で

は

、

目

立

っ

た

協

力

の

進

展

は

見

ら

れ

な

い

が

、

多

少

な

り

と

も

動

き

が

あ

る

の

は

、

イ

ン

ド

と

の

包

括

的

経

済

連

携

締

結

へ

の

取

り

組

み

で

あ

る

。

両

国

は

２

０

０

６

年

に

共

同

研

究

グ

ル

ー

プ

を

立

ち

上

げ

た

。

そ

の

後

、

ロ

シ

ア

、

ベ

ラ

ル

ー

シ

、

カ

ザ

フ

ス

タ

ン

の

３

ヶ

国

間

で

関

税

同

盟

が

締

結

さ

れ

た

た

め

、

目

指

す

姿

は

関

税

同

盟

と

イ

ン

ド

と

の

間

の

経

済

連

携

締

結

へ

と

変

わ

っ

た

が

、

こ

の

枠

組

み

に

お

い

て

も

共

同

研

究

を

行

う

こ

と

が

決

ま

っ

た

の

み

で

、

協

定

の

締

結

に

は

程

遠

い

。

 

 

一

方

で

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

 

４

ヶ

国

全

体

で

見

た

場

合

、

金

融

面

の

協

力

が

着

実

に

進

展

し

つ

つ

あ

る

よ

う

だ

。

２

０

０

９

年

６

月

、

ロ

シ

ア

の

エ

カ

テ

リ

ン

ブ

ル

グ

に

お

い

て

第

１

回

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

首

脳

会

議

が

開

催

さ

れ

た

。

本

会

議

は

、

４

ヶ

国

が

協

力

関

係

を

構

築

す

べ

く

踏

み

出

し

た

最

初

の

会

合

で

あ

り

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

呼

び

名

が

定

着

し

た

２

０

０

３

年

か

ら

５

年

以

上

を

経

て

の

出

来

事

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

首

脳

会

議

は

毎

年

開

催

さ

れ

、

来

月

に

は

ブ

ラ

ジ

ル

の

フ

ォ

ル

タ

レ

ザ

に

お

い

て

第

６

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

誕

生

誕

生

誕

生

誕

生
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ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

他他他他

のののの

３３３３

ヶヶヶヶ

国国国国

と

の

と

の

と

の

と

の

協

力

関

係

協

力

関

係

協

力

関

係

協

力

関

係

    

     

ロ

シ

ア

と

他

の

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

各

国

と

の

貿

易

取

引

の

中

で

、

目

立

つ

の

は

中

国

と

の

貿

易

額

の

大

き

さ

で

あ

る

。

ロ

シ

ア

と

中

国

の

貿

易

は

２

０

０

０

年

以

降

趨

勢

的

に

拡

大

し

て

き

た

。

２

０

１

３

年

に

は

、

ロ

シ

ア

の

貿

易

総

額

８

４

４

２

億

ド

ル(

輸

出

入

の

合

計

)

の

う

ち

、

中

国

と

の

取

引

額

は

10

％

強

に

達

し

て

い

る

。

他

方

で

、

イ

ン

ド

お

よ

び

ブ

ラ

ジ

ル

と

の

貿

易

額

は

１

％

も

し

く

は

そ

れ

以

下

に

と

ど

ま

る

。

 

 

こ

の

よ

う

に

貿

易

額

が

大

規

模

に

達

し

て

い

る

こ

と

も

あ

り

、

２

０

１

０

年

11

月

、

モ

ス

ク

ワ

と

上

海

の

外

国

為

替

市

場

に

お

い

て

ル

ー

ブ

ル

と

人

民

元

の

直

接

交

換

取

引

が

始

ま

っ

た

。

日

本

円

と

人

民

元

の

直

接

交

換

は

２

０

１

２

年

６

月

に

東

京

と

上

海

の

市

場

に

お

い

て

ス

タ

ー

ト

し

た

が

、

そ

の

１

年

以

上

も

前

に

、

ロ

中

間

で

通

貨

の

直

接

交

換

取

引

が

実

現

し

て

い

た

こ

と

に

な

る

。

 

 

ル

ー

ブ

ル

と

人

民

元

の

直

接

交

換

は

、

ロ

シ

ア

政

府

が

目

指

す

自

国

通

貨

の

国

際

化

の

一

翼

を

担

っ

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

ル

ー

ブ

ル

の

国

際

化

は

、

２

０

０

０

年

の

プ

ー

チ

ン

政

権

誕

生

後

に

国

策

と

し

て

明

示

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

そ

の

後

メ

ド

ベ

ー

ジ

ェ

フ

政

権

下

で

、

ル

ー

ブ

ル

を

国

際

的

な

準

備

通

貨

と

す

る

こ

と

が

、

政

策

目

標

と

し

て

改

め

て

示

さ

れ

た

。

 

 

企

業

活

動

に

お

い

て

も

、

２

０

１

２

年

に

筆

者

が

行

っ

た

モ

ス

ク

ワ

で

の

聞

き

取

り

調

査

に

よ

れ

ば

、

中

国

か

ら

機

械

設

備

を

大

量

に

購

入

し

て

い

る

大

手

輸

入

企

業

な

ど

か

ら

、

米

ド

ル

を

介

し

な

い

通

貨

の

直

接

交

換

に

よ

る

為

替

取

扱

手

数

料

の

低

下

を

期

待

す

る

声

が

聞

か

れ

、

ル

ー

ブ

ル

・

人

民

元

取

引

の

潜

在

的

な

メ

リ

ッ

ト

の

大

き

さ

が

見

て

取

れ

た

。

 

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
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